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   We report a case of bladder tumor with multiple metastases including the brain. Bladder tu-

mor is the most common malignancy in uroepithelial tumor, but brain metastasis from bladder tu-

mor is extremely rare. Since 1970 only 8 cases have been reported in Japan. The literature was 

reviewed.
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緒 言

膀胱腫瘍は泌尿器悪性腫瘍 の うち最 も多い疾息 であ

るが,脳 転移を きたす例 は極め て稀であ る.今 回われ

われは,膀 胱腫瘍初回治療 後4年2ヵ 月を経て脳 転移

を きた した症例を経験 したので,文 献的考察を加えて

報告する.

症 例

患者=41歳,男 性

主訴:全 身倦怠感 ・胸痛

家族歴:父 胃癌,母 食道癌

既往歴:1981年i月 初め よ り肉眼的血尿を認め,神

戸大学 泌尿器科受診.膀 胱腫瘍 の診断 の下,同1月26

日経尿道的切除を受けた(Fig.1).経 過観察中 であっ
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た が,1982年1月 再 発 し,ア ドリア マ イ シ ン150mg

動脈 内投 与--(吸 着療 法併 用)後,同4月1日 膀 胱 全

摘 術+回 腸 導 管 造 設 術 を 施 行(Fig.2).

現 病 歴:退 院 後1年 が 経 過 した 頃 よ り来 院 しな くな

った が,1985年3月 初 頃 よ り全 身 倦 怠 感増 強 し,胸 部

痛 出現,三 木市 民 病 院 内 科 受 診 し,胸 部 レ線 所 見 の異

常 を指 摘 され 同3月ll日 入 院 す

入 院時 検 査 成 績 ・wBC6,800/mm3,RBC340×104

/mm3,Hb8・79/dl,Hct26.7%,Plt54×104/mm3,

ESR91mm(1時 間 値),134mm(2時 間 値),CR

P(+),血 液 生 化 学 所 見 に は 異 常 を 認 め ず.尿 沈 査

RBC2^-3/hpf,WBC3^-10/hpf.

入 院後 経 過=膀 胱 腫瘍 の肺 転 移 が 疑 わ れ,詳 細 な検

索 が 始め られ た.IVPで 左 腎 は無 機 能 であ り,CTに

て後腹 膜 リンパ 節転 移 を認 め た,骨 シ ンチに て 左骨 盤i,

右 第4,5肋 骨に 異 常 集 積 あ り.こ れ ら所 見か ら本 症

例 は膀 胱 腫 瘍 の多 発 性 転 移 例 と考 え られ た 。 そ の後,

1985年4月13日(入 院34日 目)突 然 数 分 の意 識 消 失 と

ケイ レン発 作 が あ り,頭 部CTに て右 前 頭 葉 に 異 常

陰影 あ り,脳 転 移 と診 断 さ れ た(Fig.4).4月24日

よ りM・VAC療 法2)を2ク ール 行 な う も 効 果 な く,

1985年7月11日 癌 性 悪 液 質 に て 死 亡 した.

剖 検所 見:脳,両 側 肺 門 部,肝,心 臓,後 腹 膜,右

第45肋 骨 お よび 左 骨盤 に 転 移 巣が 認 め られ,病 理組

織 所 見 は原 発 巣 と同 じ移 行 上皮 癌 で あ った(Fig.3).

考 察

Flockら3)に よれ ば膀胱腫瘍が脳に転移す る頻度は

z/前 後であ り,ま た転移性脳腫瘍の うち膀胱 原発 の

ものは,Richardsら4)は0.5%Langら5)は0.4%

と稀な もの と し て お り,本 邦 では1970年 以降 自験例

を含め8例 が報告 され て い る の み で極め て稀である

(Table1).原 発巣に対する初 治療 か ら中 枢 神 経 症

状発現 までの期間は8ヵ 月か ら7年 と多様 で,自 験例

では4年2ヵ 月であ った.主 な症状は頭痛,片 麻痺,

意識障害な どである.転 移巣に対す る治療 方法 は,角

家ら6、に よる と転移巣が単発性の場 合手術適応 があ り,

6ヵ 月以上の生存を期待 し うる確率は約50%と され,

積極的治療が望 ましい とし.Ochiら?)は 放射線療法

に もよく反応す るとしてい る.Galicichら8)は 脳転移

巣に外科 治療が行なわれた症例の予後は,原 発巣発見

か ら脳転移発見 までの期間に よ り違 いがあ り,転 移巣

が原発巣発見か ら1年 以上を経て発見され た症例 の方

が1年 未満の ものよ り予後良好であ ると報告 している,

多発性転移を きた した症例 では副腎皮質ホルモ ン療法

または放射線療法 との併用療法が試み られて よい治療
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TableI,Casesofbrainmetastasis

年度 報告者 年齢 性 原発巣への処置 転移巣臨床症状 転移部位
の処置

1970大 室70男 放射線治療

1971村 上54男

1972尾 本31男

1975板 谷63男

1975鈴 木54男

1981千 種69女

19830chi58男

1985自 験例41男

部分切除
放射線治療

全摘術

部分切除

尿路変更
化学療法

全摘術

全摘術

全摘術
化学療法

嘔吐,頭 痛
片麻痺

意識消失

頭痛
小脳症状

意識障害
呼吸停止

片麻痺

頭痛
歩行障害

ケ イレン発作
意識障害

大脳

大脳

な し

な し

大脳 開頭術

小脳 開頭術

大脳
小脳

な し

大脳 開頭術

大脳 開頭術

大脳 な し

法 としている.本 症例 の脳転移巣は単発性 であったが,

入院後 の諸検査にて肺,骨,後 腹膜転移例 と診断 され

たため外科的治療 は対象外 と考えた.

結 語

膀胱腫瘍治療 よ り4年2ヵ 月を経 て脳転移を きた し

た1例 を報告 し,若 干の文献的考察を行 なった.
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